フォークリフト点検表（表１）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（クラッチ車の場合もあり）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（点検時間５分以内）
	順序
	点　検　項　目
	

	  １
  ２
  ３
  ４
  ５
  ６
  ７
  ８
  ９
 １０
 １１
 １２
 １３
 １４
 １５
 １６
 １７
	 燃料、オイル、冷却水の洩れはないか。
 エンジン冷却水は規定量入っているか。
 エンジンオイルは規定量入っているか。

作動油は規定量入っているか。
 ブレーキ液は規定量入っているか。
 ティルトシリンダのロックナットの弛みはないか。
 タイヤの空気圧は良いか、タイヤの損傷はないか。
 クリップナット（ホイールナット）の弛みはないか。
 バックレスト弛み及び損傷はないか。
 フォークは正しく取付いているか。
左右のチェーンの張り具合は等しいか。
方向指示器は作動するか。
 ホーンは鳴るか。
各ランプは点灯するか。
 ブレーキペダルの踏残り代はあるか。
 ハンドブレーキレバーは正常か。
 インチングペダルの遊び、作動は良いか。
 
	



　　　　　　　　　　　　　　運転競技着眼点（表２）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（標準時間４分30秒以内）
	１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２

１３

１４

 
	 マストを後傾してから発進すること。
 走行中、フォークが高すぎないこと。
 障害物に接触，転倒させないこと。
 一時停止すること。
 方向指示器を使用すること。
 マスト操作時。（サイドブレーキをかけること。チェンジレバーを中立に

すること。）
 フォークの差し方（パレットに接触させないこと。フォークを根元まで

入れること。）
 前後、左右を指差呼称で確認すること。
 パレットを指定わく内におろすこと。
 フォークの抜き方（パレットに接触させないこと。）
 停車状態（サイドブレーキをかけること。チェンジレバーを中立にする

こと。フォークの先端を床面に密着させること。）

 エンストしないこと。
 標準動作手順で行うこと。
 標準時間内で行うこと。
	


